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朝
６
時
前
に
ス
タ
ン
バ
イ

◇
往
路
◇

【
１
月
２
日
朝　

東
京
・
丸
の
内
】

　

応
援
団
の
朝
は
早
い
。
学
生
記
者
が
中

央
大
学
の
応
援
場
所
に
指
定
さ
れ
た
東
京

駅
に
近
い
郵
船
ビ
ル
前
に
集
合
し
た
午
前

６
時
半
、
す
で
に
応
援
団
３
部
の
メ
ン

バ
ー
は
応
援
態
勢
を
整
え
て
い
た
＝
写
真

左
。
聞
け
ば
、
全
員
が
午
前
６
時
前
に
は

着
い
て
い
た
と
い
う
。

『
志
』を
高
く
！
〜
炎
え
る
中
大
生
〜

『
志
』を
高
く
！
〜
炎
え
る
中
大
生
〜

もも

第
87
回
箱
根
駅
伝
で
、
中
央
大
学
は
総
合
力
を
発
揮
し
６
位
に
入
賞
し
た
。
多
く
の
中
大
駅

伝
フ
ァ
ン
が
選
手
を
支
え
た
な
か
で
、リ
ー
ダ
ー
部
、チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
、ブ
ラ
ス
コ
ア
ー

部
の
３
部
で
構
成
す
る
応
援
団
は
、
１
月
２
、
３
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
選
手
に
『
チ
カ
ラ
』

を
送
り
続
け
た
。
真
冬
の
冷
気
を
吹
き
飛
ば
し
、
長
時
間
声
を
か
ら
し
、
全
力
で
応
援
す
る

部
員
た
ち
の
パ
ワ
ー
の
源
泉
は
、人
の
た
め
に
頑
張
る
『
気
力
』
と
仲
間
と
の
『
絆
』
だ
っ
た
。

第
87
回
箱
根
駅
伝　

６
位
入
賞

選
手
に『
チ
カ
ラ
』を
送
り
続
け
た
応
援
団

そ
の
パ
ワ
ー
の
源
泉
に
あ
っ
た
の
は
!?

人
の
為
に
頑
張
る『
気
力
』と

仲
間
と
の『
絆
』

選
手
に『
チ
カ
ラ
』を
送
り
続
け
た
応
援
団

そ
の
パ
ワ
ー
の
源
泉
に
あ
っ
た
の
は
!?

人
の
為
に
頑
張
る『
気
力
』と

仲
間
と
の『
絆
』

学生記者取材班

シ リ ー ズ
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応
援
場
所
か
ら
日
比
谷
通
り
を
は
さ
み
、

皇
居
外
苑
・
広
場
の
先
に
は
、
皇
居
が
み

え
る
。
正
月
の
清
新
な
朝
が
徐
々
に
白
む

な
か
、
厳
か
な
空
気
が
辺
り
を
包
み
こ
ん

で
い
る
。
午
前
８
時
の
ス
タ
ー
ト
の
号
砲

が
鳴
る
ま
で
、
あ
と
一
時
間
半
。
ま
だ
、

人
影
は
ま
ば
ら
だ
。

冷
気
吹
き
飛
ば
す
気
合
い

　

応
援
団
団
長
の
石
川
弘
樹
さ
ん
（
文
学

部
４
年
・
私
立
桐
蔭
学
園
高
校
出
身
）
は

袴
姿
で
、
副
団
長
の
清
澤
要
さ
ん
（
法
学

部
４
年
・
神
戸
市
立
葺
合
高
校
出
身
）
は

学
ラ
ン
姿
で
、
団
員
ら
に
指
示
を
出
し
て

い
る
。
リ
ー
ダ
ー
部
の
団
員
６
人
は
前
日
、

上
野
に
１
泊
し
、
こ
の
日
の
朝
に
備
え
た
。

　

２
人
に
と
っ
て
今
回
の
箱
根
駅
伝
が
最

後
の
応
援
の
舞
台
だ
。「
後
輩
の
面
倒
を

見
ら
れ
る
最
後
の
機
会
。
い
つ
も
通
り
悔

い
の
残
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
」
と
石

川
さ
ん
。「
調
子
は
良
い
。
こ
こ
（
郵
船

ビ
ル
前
）
は
１
年
生
の
と
き
と
同
じ
応
援

場
所
で
、
因
縁
を
感
じ
る
」
と
清
澤
さ
ん
。

穏
や
か
な
口
調
な
が
ら
、
２
人
か
ら
は
早

暁
の
冷
気
を
吹
き
飛
ば
す
気
合
い
が
伝

わ
っ
て
く
る
。

　

傍
ら
で
は
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
が
輪

に
な
っ
て
、
応
援
開
始
前
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
＝
写
真
左
。
全
員
で
14
人
。
箱
根
駅
伝

の
応
援
は
、
例
年
だ
と
３
、
４
年
生
に
限

ら
れ
る
。
し
か
し
、
今
年
は
３
年
生
が
１

人
で
、
１
年
生
が
い
な
い
た
め
、
２
〜
４

年
の
部
員
全
員
が
参
加
し
た
。

　

輪
の
中
心
に
い
た
の
は
、
部
長
の
杉
山

陽
子
さ
ん
（
総
合
政
策
学
部
４
年
・
埼
玉

県
立
和
光
国
際
高
校
出
身
）
と
副
部
長
の

高
島
千
華
さ
ん
（
商
学
部
４
年
・
中
大
附

属
高
校
出
身
）、
次
期
部
長
が
決
ま
っ
て

い
る
土
田
久
恵
さ
ん
（
法
学
部
３
年
・
私

立
日
本
女
子
大
学
附
属
高
校
出
身
）。
チ

ア
の
演
技
で
は
杉
山
さ
ん
が
ベ
ー
ス
、
土

田
さ
ん
が
ト
ッ
プ
と
い
う
コ
ン
ビ
だ
。

　

土
田
さ
ん
の
手
首
に
は
、
マ
ジ
ッ
ク
で

書
い
た
の
だ
ろ
う
、
応
援
の
順
序
だ
て
が

メ
モ
し
て
あ
っ
た
＝
写
真
左
。「
こ
れ
を

見
な
が
ら
、
次
に
何
を
や
る
か
を
準
備
し

ま
す
」
と
笑
顔
で
話
す
。

防
寒
下
着
で
寒
さ
凌
ぐ

　

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
や
サ
ッ
ク
ス
、
ト
ロ
ン

ボ
ー
ン
な
ど
の
楽
器
を
入
念
に
手
入
れ
し

な
が
ら
、
応
援
の
開
始
を
待
っ
て
い
た
の

は
、
30
人
の
ブ
ラ
ス
コ
ア
ー
部
員
。
冷

え
込
む
と
楽
器
が
凍
る
こ
と
も
あ
る
の

で
、
準
備
は
怠
り
な
く
行
う
。
制
服
は
男

女
と
も
お
揃
い
の
ネ
ク
タ
イ
に
ス
ー
ツ
姿

で
、
外
套
は
着
て
い
な
い
。
ス
ー
ツ
の
下

に
ヒ
ー
ト
テ
ッ
ク
（
防
寒
下
着
）
を
着
込

み
、
寒
さ
対
策
は
万
全
だ
。

　

部
長
の
大
崎
綾
子
さ
ん（
法
学
部
４
年
・

山
手
学
院
高
校
出
身
）
と
副
部
長
の
中
島

さ
や
か
さ
ん
（
商
学
部
４
年
・
山
梨
県
立

都
留
高
校
出
身
）
は
、「
１
ヶ
月
前
か
ら

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
始
め
、
最
高
の
演
奏

が
で
き
る
よ
う
に
練
習
を
重
ね
て
き
た
」

と
口
を
そ
ろ
え
る
。「
箱
根
は
観
客
も
多
く
、

世
間
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら

特
に
身
が
引
き
締
ま
る
」
と
２
人
が
語
る

箱
根
駅
伝
の
応
援
が
、
間
も
な
く
始
ま
る
。

◇　
　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

午
前
７
時
、
応
援
が
始
ま
っ
た
。
校
歌
、
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応
援
歌
か
ら
始
ま
り
、
選
手
が
通
過
す
る

ま
で
一
時
間
あ
ま
り
、
休
む
こ
と
な
く
身

体
を
動
か
し
て
応
援
を
続
け
る
。
い
つ
の

間
に
か
、
沿
道
は
中
大
フ
ァ
ン
で
膨
れ
あ

が
り
、「
晴
れ
の
舞
台
」
に
応
援
団
各
部

員
の
士
気
は
あ
が
る
。

　

ブ
ラ
ス
コ
ア
ー
部
の
部
員
が
校
歌
や
応

援
歌
の
歌
詞
カ
ー
ド
を
持
ち
、
集
ま
っ
た

中
大
フ
ァ
ン
と
一
体
の
応
援
を
盛
り
上
げ

る
。
応
援
団
と
と
も
に
、
観
客
の
熱
気
も

上
が
っ
て
い
く
。
ブ
ラ
ス
部
員
は
、
演
奏

の
な
い
間
は
声
を
挙
げ
、
腕
を
上
げ
て
楽

器
な
し
で
の
応
援
だ
。

　

学
帽
を
被
り
、
中
央
大
学
伝
統
の
応
援

団
旗
を
腰
で
支
え
、
掲
げ
持
っ
て
い
る
の

は
、
副
団
長
の
清
澤
さ
ん
＝
写
真
上
。
重

さ
は
40
㎏
、
大
き
さ
は
畳
12
畳
は
あ
る
。

ひ
と
た
び
風
が
吹
く
と
重
さ
は
、
倍
以
上

に
な
る
。
こ
れ
を
ず
っ
と
持
ち
続
け
る
。

「
格
好
良
い
か
ら
」
と
団
旗
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
清
澤
さ
ん
の
表
情
が
、

午
前
８
時
の
往
路
ス
タ
ー
ト
で
一
段
と
引

き
締
ま
っ
た
。《

間　

走
》

　

応
援
団
３
部
は
本
番
に
備
え
、
年
末
の

12
月
27
日
に
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
で
合
同
練

習
を
行
っ
た
。
各

大
学
の
応
援
場
所

は
、
毎
年
、
事
前

に
く
じ
引
き
で
決

め
ら
れ
る
。
合
同

練
習
は
、
そ
の
決

め
ら
れ
た
場
所
の

ス
ペ
ー
ス
を
あ
ら

か
じ
め
調
べ
、
地

べ
た
に
テ
ー
プ
で

線
引
き
し
て
同
じ

ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
っ
た
な
か
で
行
わ
れ
た
。

　

狭
い
場
所
の
場
合
、
無
理
を
す
れ
ば
応

援
中
に
チ
ア
と
ブ
ラ
ス
の
部
員
が
ぶ
つ
か

り
、
ケ
ガ
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。
楽
器
を

吹
い
て
い
た
ブ
ラ
ス
の
部
員
が
、
唇
を

切
っ
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
合
同
練
習

は
本
番
を
想
定
し
て
、
各
自
が
立
ち
位
置

を
確
認
し
合
い
な
が
ら
、
昼
か
ら
日
が
暮

れ
る
ま
で
行
わ
れ
た
。

新
年
度
か
ら
団
員
４
人
に

〈
リ
ー
ダ
ー
部
〉

　

リ
ー
ダ
ー
部
の
団
員
は
６
人
（
４
年
２

人
、３
年
１
人
、２
年
１
人
、１
年
２
人
）

で
う
ち
２
人
は
女
子
団
員
。
普
段
の
練
習

は
月
曜
〜
金
曜
の
昼
休
み
に
行
っ
て
い
る
。

ま
た
週
に
一
度
は
授
業
一
コ
マ
を
使
っ
て

練
習
す
る
。
長
期
休
暇
に
は
合
宿
が
あ
り
、

合
宿
の
前
に
は
強
化
練
習
を
行
う
。
練
習

の
内
容
は
拍
手
や
歌
、
発
声
の
確
認
な
ど

だ
。

　

団
長
の
石
川
さ
ん
が
応
援
団
に
入
っ
た

の
は
、「
新
歓
中
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ホ
ッ
ケ
ー

部
の
人
に
、『
高
校
で
は
応
援
団
に
入
っ

て
い
た
』
と
言
っ
た
ら
、
そ
れ
が
応
援
団

に
伝
わ
っ
て
声
を
か
け
ら
れ
た
」
か
ら

だ
っ
た
。

　

副
団
長
の
清
澤
さ
ん
は
、
新
入
生
向
け

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
応
援
団
の
発
表

を
見
て
、
体
験
入
部
し
た
が
、
単
調
な
練

習
が
つ
ま
ら
な
く
て
、
５
月
の
入
団
式
の

前
に
辞
め
た
。
そ
の
あ
と
サ
ー
ク
ル
や
研

究
室
に
入
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
お
も
し
ろ

く
な
く
、「
前
に
お
世
話
に
な
っ
た
人
た

ち
の
所
に
行
っ
て
み
よ
う
」
と
12
月
に
あ

ら
た
め
て
応
援
団
に
入
団
し
た
。

　

「
先
輩
た
ち
が
良
い
人
そ
う
だ
っ
た
」

と
清
澤
さ
ん
。
し
か
し
、
入
団
し
て
か
ら

は「
覚
え
が
悪
く
て
、先
輩
に
し
ょ
っ
ち
ゅ

う
怒
鳴
ら
れ
た
」
と
い
う
。
一
人
が
怒
ら

れ
る
と
、
連
帯
責
任
で
全
員
が
拳
立
て
を

さ
せ
ら
れ
、「
申
し
訳
な
い
気
持
ち
に
な
っ

た
」
と
振
り
返
る
。

応
援
団
を
応
援
す
る
Ｏ
Ｂ　

【
１
月
２
日
昼　

元
箱
根
】

　

東
京
・
丸
の
内
で
、
ス
タ
ー
ト
直
後
の
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選
手
に
『
チ
カ
ラ
』
を
送
っ
た
応
援
団
は
、

選
手
が
通
過
し
た
あ
と
、
す
ぐ
に
荷
物
を

持
っ
て
大
型
バ
ス
に
乗
り
、
箱
根
・
芦
ノ

湖
に
移
動
し
た
。
学
生
記
者
は
、『
箱
根

駅
伝
を
強
く
す
る
会
』（
上
岡
君
義
会
長
）

が
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
バ
ス
に
同
乗
し
、
応

援
団
の
後
を
追
っ
た
が
、
芦
ノ
湖
の
手
前

で
渋
滞
に
あ
い
、
バ
ス
を
降
り
て
駆
け
足

で
応
援
場
所
に
向
か
っ
た
。

　

中
央
大
学
の
応
援
場
所
は
、
元
箱
根
港

駅
の
赤
い
大
鳥
居
に
近
い
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ

ン
前
の
駐
車
場
。
ゴ
ー
ル
ま
で
は
歩
い
て

約
20
分
の
地
点
だ
。
こ
こ
は
東
京
・
丸
の

内
よ
り
も
狭
い
。
３
部
全
員
が
配
置
に
つ

く
の
が
難
し
い
の
を
見
か
ね
た
セ
ブ
ン
イ

レ
ブ
ン
の
関
係
者
が
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を

少
し
譲
っ
て
く
れ
た
。
リ
ー
ダ
ー
部
の
次

期
団
長
、
内
布
諒
さ
ん
（
文
学
部
３
年
・

私
立
東
福
岡
高
校
出
身
）
が
、
そ
れ
を
各

部
員
に
伝
え
た
。

　

そ
ん
な
な
か
、
応
援
団
を
温
か
い
目
で

見
守
る
リ
ー
ダ
ー
部
の
Ｏ
Ｂ
た
ち
が
い
た
。

現
役
の
応
援
団
と
は
別
の
大
型
バ
ス
に

乗
っ
て
、
２
、
３
の
両
日
、
箱
根
路
を
往

復
し
て
応
援
団
を
応
援
す
る
た
め
に
や
っ

て
来
た
の
だ
。
最
年
長
は
84
歳
の
長
田
孝

弥
さ
ん
（
昭
和
28
年
卒
）
＝
写
真
左
、　

最
年
少
は
24
歳
の
瀬
川
裕
也
さ
ん
（
平
成

22
年
卒
）
＝
写
真

下
＝
で
、
そ
の
先

輩
・
後
輩
関
係
は

固
い
『
絆
』
で
結

ば
れ
て
い
る
。

　

病
気
で
倒
れ
た

年
の
１
回
を
除
き
、

昭
和
23
年
の
箱
根

駅
伝
か
ら
毎
年
応

援
団
の
応
援
に
参

加
し
て
い
る
と
い
う
長
田
さ
ん
は
、「
な

ぜ
っ
て
？
そ
れ
は
母
校
愛
で
し
ょ
う
」
と

言
っ
て
笑
っ
た
。
瀬
川
さ
ん
も
「
校
歌
を

歌
っ
た
数
は
誰
に
も
負
け
な
い
。
後
輩
が

頑
張
っ
て
い
る
姿
を
み
る
と
、
一
生
懸
命

だ
っ
た
現
役
当
時
の
自
分
を
思
い
出
し
、

元
気
と
勇
気
を
も
ら
う
」
と
話
し

て
く
れ
た
。

　

ブ
ラ
ス
の
Ｏ
Ｇ
も
い
た
。
本
間

理
沙
さ
ん
（
平
成
18
年
法
学
部

卒
）
と
進
藤
晶
子
さ
ん
（
平
成
18

年
文
学
部
卒
）
の
２
人
＝
写
真
下

＝
で
、
こ
の
日
朝
、
東
京
・
丸
の

内
で
応
援
し
た
あ
と
、
電
車
を
乗

り
継
い
で
小
田
原
で
も
応
援
、
そ

し
て
芦
ノ
湖
ま
で
駆
け
つ
け
た
と

い
う
。
２
人
は
「
力
一
杯
演
奏
し
、
楽
し

ん
で
応
援
を
し
て
欲
し
い
」
と
後
輩
た
ち

を
激
励
し
た
。

　

応
援
団
の
応
援
の
た
め
、
箱
根
ま
で
駆

け
つ
け
た
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
見
守
る
中
で
、

す
で
に
１
時
間
近
く
前
か
ら
、
応
援
は
始

ま
っ
て
い
る
。
リ
ー
ダ
ー
、
チ
ア
の
演
技

と
ブ
ラ
ス
の
演
奏
に
乗
せ
ら
れ
て
、
沿
道

の
両
側
に
せ
り
出
し
た
中
大
フ
ァ
ン
が
一

体
と
な
っ
た
。「
チ
カ
ラ
、
チ
カ
ラ
、
中
央
、

中
央
」
の
応
援
歌
が
繰
り
返
し
歌
わ
れ
る

な
か
、「
中
大
頑
張
れ
」
の
大
声
援
に
送

ら
れ
、
選
手
が
往
路
ゴ
ー
ル
に
向
け
走
り

去
っ
て
い
っ
た
。
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《
間　

走
》

合
い
言
葉
は
「G

O
 FIG
H
T W
IN

」

〈
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
〉

　

「
全
力
！
い
き
お
い
！
お
も
い
き
り
！

ぶ
ち
破
れ
な
い
壁
は
な
い
！
ぶ
っ
飛
ば
し

てGO
 FIGH

T W
IN

！
」―
。
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
部
『SPIRITS

』
の
合
い
言
葉
だ
。

　

部
長
の
杉
山
さ
ん
は
、「
部
活
が
な
い

と
生
き
て
い
け
な
い
」
と
い
う
ほ
ど
、
４

年
間
チ
ア
に
打
ち
込
ん
で
き
た
。
ベ
ー
ス

役
で
慢
性
的
に
腰
痛
を
抱
え
て
い
る
と
い

う
杉
山
さ
ん
は
、
就
職
活
動
中
で
も
部
活

に
参
加
、「GO

 FIGH
T W
IN

」
を
貫
い

て
き
た
。

　

普
段
の
練
習
は
火
木
金
日
の
午
後
５
時

か
ら
９
時
ま
で
。
夏
休
み
中
は
月
曜
日
も

あ
り
、
週
５
日
が
練
習
日
に
な
る
。
年
４

回
の
大
会
出
場
と
、硬
式
野
球
、ア
メ
フ
ト
、

ラ
グ
ビ
ー
、
箱
根
駅
伝
の
応
援
な
ど
が
主

な
活
動
だ
。
基
礎
練
習
は
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
、
タ
ン
ブ
リ
ン
グ
（
跳
躍
や
回
転
運

動
）、
ジ
ャ
ン
プ
、
ダ
ン
ス
な
ど
で
、
部

員
た
ち
は
、
技
を
磨
く
た
め
練
習
日
以
外

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
欠
か
さ
な
い
。

　

ト
ッ
プ
役
の
土
田
さ
ん
は
、
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン
を
使
っ
て
練
習
。
休
み
の
日
に
も

フ
ォ
ー
ム
や
回
転
、
高
さ
の
調
整
す
る
た

め
、
個
人
練
習
に
励
む
。

　

「
惜
し
ん
で
な
い
？
悔
し
く
な
い
？
何

度
転
ん
で
も
起
き
上
が
れ
！
」―

。
こ
れ

も
『SPIRITS

』
の
合
い
言
葉
だ
。
土
田

さ
ん
は
練
習
中
に
ト
ッ
プ
か
ら
落
ち
、
靱

帯
を
切
っ
た
。
全
治
６
ヶ
月
。
で
も
松
葉

杖
を
つ
き
な
が
ら
、
部
活
に
参
加
し
た
。

「
な
ぜ
っ
て
？
仲
間
が
い
る
か
ら
で
す
。

部
活
が
な
い
と
毎
日
の
生
活
が
単
調
で
つ

ま
ら
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
土

田
さ
ん
。

　

「
ひ
と
り
ひ
と
り
の
全

力
がSPIRITS

を
成
長

さ
せ
る
。SPIRITS

の
実

力
＝
ひ
と
り
ひ
と
り
の
全

力
×SPIRITS　

こ
の
瞬

間
も
全
力
か
？
失
敗
を
恐

れ
ず
突
き
進
め
！
」―

。

こ
の
合
い
言
葉
通
り
、
チ

ア
部
員
の
全
員
が
い
つ
も

笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
＝
写

真
上
。「
表
現
の
ス
ポ
ー

ツ
で
す
か
ら
」
と
杉
山
さ

ん
。

　

部
員
の
ほ
と
ん
ど
が
、

大
学
に
入
っ
て
か
ら
チ
ア

を
は
じ
め
た
。
先
輩
に
教

わ
り
、
基
礎
体
力
を
つ
け
な
が
ら
徐
々
に

上
達
し
て
い
く
。
ダ
ン
ス
の
曲
は
み
ん
な

で
つ
く
る
。
お
互
い
に
支
え
あ
っ
て
い
く

た
め
、「
仲
間
の
結
束
は
家
族
の
よ
う
で

す
」
と
杉
山
さ
ん
は
言
う
。

後
輩
た
ち
に
あ
と
を
託
す

【
１
月
２
日
夜　

幹
部
伝
達
式
】

　

２
日
夜
、
応
援
団
が
泊
っ
て
い
る
箱

根
・
芦
ノ
湖
近
く
の
宿
舎
で
応
援
団
３
部

の
「
幹
部
伝
達
式
」
が
行
わ
れ
た
。
１
年

間
、
団
長
・
部
長
を
務
め
た
３
部
の
４
年

生
が
次
に
役
職
に
つ
く
後
輩
を
指
名
し
て
、

幹
部
引
継
ぎ
を
行
う
毎
年
１
月
２
日
夜
の

恒
例
行
事
だ
。

　

一
部
屋
に
３
部
の
新
旧
幹
部
と
Ｏ
Ｂ
ら

が
集
ま
っ
た
な
か
で
、
長
内
了
・
応
援
団

部
長
（
法
科
大
学
院
教
授
）
が
幹
部
交
代

の
心
構
え
を
話
し
、『
蒙
古
放
浪
歌
』
を

歌
っ
て
、
頑
張
っ
て
き
た
団
員
を
ね
ぎ

ら
っ
た
。

　

続
い
て
幹
部
を
退
く
４
年
生
が
、
一
言

ず
つ
口
上
を
述
べ
た
。
団
長
の
石
川
さ
ん
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は
「
嫌
わ
れ
る
こ
と
も
覚
悟
し
て
、
後
輩

に
は
厳
し
く
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。

ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
て
、
引
っ
張
っ
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
」
と
強
調
。
副
団
長
の

清
澤
さ
ん
は
「
組
織
は
上
（
に
立
つ
人
）

が
あ
っ
て
の
も
の
だ
か
ら
、
団
長
を
立
て

て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
」
と
述
べ
、
後

輩
た
ち
に
後
を
託
し
た
。

　

チ
ア
の
杉
山
さ
ん
は
「
部
長
と
し
て
上

か
ら
下
を
見
る
よ
う
に
部
員
と
接
す
る
の

で
は
な
く
、
様
々
な
意
見
を
聞
き
な
が
ら

チ
ー
ム
を
ま
と
め
て
い
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
後
輩
を
激
励
し
た
。

《
間　

走
》　

少
な
い
応
援
で
も
全
力
尽
く
す

〈
ブ
ラ
ス
コ
ア
ー
部
〉

　

普
段
の
練
習
は
、
週
２
日
、
夕
方
２
時

間
半
ほ
ど
行
っ
て
い
る
が
、
応
援
が
続
く

シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
、
練
習
も
増
え
、
１

週
間
が
ほ
ぼ
応
援
で
埋
ま
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
。部
長
の
大
崎
さ
ん
は「
ス
ポ
ー

ツ
が
好
き
で
、
箱
根
駅
伝
の
応
援
を
し
た

か
っ
た
」
と
い
う
。
副
部
長
の
中
島
さ
ん

は
「
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ク
ル
を
見
た
な
か

で
、
ブ
ラ
ス
が
一
番
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰

囲
気
だ
っ
た
」
の
で
入
部
し
た
。

　

２
人
が
常
に
心
が
け
て
い
る
の
が
、「
見

て
い
て
楽
し
い
応
援
」
だ
。
た
だ
、
野
外

で
の
応
援
に
な
る
た
め
夏
の
炎
天
下
で
の

長
時
間
の
野
球
応
援
や
、
逆
に
冬
の
寒
い

中
で
の
箱
根
駅
伝
の
応
援
と
、
気
力
と
体

力
勝
負
で
も
あ
る
。「
で
も
、
自
分
た
ち

が
楽
し
ん
で
応
援
を
し
な
い
と
、
見
て
い

る
人
た
ち
が
楽
し
く
応
援
が
で
き
な
い
」

と
体
力
的
に
つ
ら
く
て
も
、
元
気
を
出
し

て
楽
し
む
こ
と
を
忘
れ
な
い
。

　

２
人
は
、「
神
宮
球
場
の
野
球
で
も
中

大
を
応
援
す
る
観
客
が
少
な
い
。
中
大
生

は
ほ
と
ん
ど
見
に
来
て
く
れ
な
い
」
と
応

援
団
３
部
共
通
の
悩
み
を
打
ち
明
け
る
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
「
観
客
が
少
な
い
か

ら
こ
そ
、応
援
で
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
が
強
い
と
大
崎
さ
ん
は
言

う
。

　

「
選
手
に
『
あ
り
が
と
う
』
と
言
わ
れ

た
時
、
応
援
が
伝
わ
っ
て
本
当
に
よ
か
っ

た
と
思
う
」
と
語
る
大
崎
さ
ん
は
、「
自

分
の
た
め
で
な
く
、
他
人
の
た
め
に

全
力
を
尽
く
す
こ
と
で
、
精
神
力
、

忍
耐
力
が
つ
い
た
」
と
自
ら
の
成
長

を
語
っ
て
く
れ
た
。

　

中
島
さ
ん
も
「
や
め
よ
う
と
思
っ

て
も
、
い
つ
も
最
後
に
は
仲
間
が
い

る
か
ら
や
っ
ぱ
り
が
ん
ば
ろ
う
、
と

思
っ
て
続
け
て
い
る
」
と
笑
顔
で
話

し
た
。

選
手
に
ミ
サ
ン
ガ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

〈
駅
伝
女
子
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
〉

　

中
央
大
学
が
往
路
８
位
で
ゴ
ー
ル
し
た

２
日
夜
、
学
生
記
者
は
小
田
原
で
駅
伝
の

女
子
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
会
う
こ
と
が
で
き

た
。
魚
島
一
葉
さ
ん
（
文
学
部
４
年
・
福

岡
県
立
田
川
高
校
出
身
）
と
五
味
彩
香
さ

ん
（
総
合
政
策
学
部
４
年
・
私
立
春
日
部

共
栄
高
校
出
身
）
で
、
こ
の
日
、
２
人
は

選
手
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
往
路
５
区
を

担
当
。
復
路
の
10
区
で
も
サ
ポ
ー
ト
し
た

＝
写
真
下
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
各
区
間
の
約
５
㎞
ご

と
に
配
置
さ
れ
、
選
手
に
順
位
と
前
後
の

チ
ー
ム
と
の
秒
差
を
伝
え
る
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
お
り
、
魚
島
さ
ん
は
５
区
の
箱

根
湯
本
で
、
五
味
さ
ん
は
大
平
台
の
ヘ
ア

ピ
ン
カ
ー
ブ
で
選
手
に
情
報
を
伝
え
た
。

　

魚
島
さ
ん
は
、
高
校
２
年
の
時
、
中
大

陸
上
競
技
部
出
身
の
父
親
に
連
れ
ら
れ
て

行
っ
た
箱
根
駅
伝
を
見
て
感
激
し
、「
箱

根
駅
伝
に
関
わ
り
た
い
」
と
思
う
よ
う
に

な
っ
た
。
中
大
進
学
を
目
指
し
て
一
浪
し

た
が
入
れ
ず
、
駒
澤
大
学
に
入
学
。
し
か

し
、
志
望
し
た
駅
伝
部
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

に
は
、
人
数
制
限
や
条
件
が
厳
し
く
て
な
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れ
な
か
っ
た
。

　

父
親
か
ら
「
も
う
一
回
チ
ャ
ン
ス
を
や

る
」
と
言
わ
れ
、
悩
ん
だ
末
、
中
大
を
再

度
受
験
す
る
こ
と
を
決
意
。
猛
勉
強
し
て
、

二
浪
す
る
形
で
中
大
に
晴
れ
て
入
学
し
た
。

　

念
願
の
駅
伝
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
な
っ

た
が
、
当
初
は
練
習
や
選
手
に
思
う
よ
う

に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ず
、「
想
像
し
て

い
た
の
と
違
っ
て
い
た
」
と
い
う
。
そ
こ

で
「
自
分
が
で
き
る
こ
と
で
、
何
か
変
え

ら
れ
る
は
ず
」

と
考
え
た
魚
島

さ
ん
は
、
最
上

級
生
に
な
っ
た

の
を
機
に
、
そ

れ
ま
で
シ
フ
ト

制
だ
っ
た
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

練
習
参
加
を
、

週
３
回
の
練
習

に
は
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
全
員
が

参
加
す
る
よ
う

に
し
た
。
定
着

す
る
に
は
半
年
か
か
っ
た
が
、「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
増
え
、
選
手
の
状
況
が

わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
成
果
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

女
子
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
５
人
は
、
今
年
、

Ｃ
マ
ー
ク
が
入
っ
た
ミ
サ
ン
ガ
＝
写
真
上

＝
を
つ
く
っ
て
、
選
手
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
た
。「
『
１
人
に
な
り
た
く
な
い
の
で
、

苦
し
く
な
っ
た
ら
こ
れ
を
見
ま
す
』
と
選

手
に
言
わ
れ
て
、
泣
き
そ
う
に
な
っ
た
」

と
魚
島
さ
ん
は
嬉
し
そ
う
に
話
し
た
。

薄
い
袴
に
素
足
で
雪
駄

◇
復
路
◇

【
１
月
３
日
朝　

元
箱
根
】

　

３
日
早
朝
、
箱
根
の
山
々
は
、
う
っ
す

ら
と
雪
化
粧
し
た
。
道
路
わ
き
に
も
雪
が

残
り
、
気
を
つ
け
な
い
と
足
元
が
滑
る
。

気
温
は
マ
イ
ナ
ス
一
度
。
吐
く
息
が
し
ろ

い
。
午
前
６
時
前
、
応
援
団
は
前
日
と
同

じ
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
前
の
応
援
場
所
に
着

き
、
ス
タ
ン
バ
イ
。

　

ま
だ
日
が
上
が
ら
ず
、
冷
え
込
ん
だ
な

か
で
、
袴
に
素
足
で
雪
駄
の
リ
ー
ダ
ー
部

の
石
川
さ
ん
は
、「
寒
い
。
３
枚
着
て
い

る
け
ど
生
地
は
薄
い
し
、袴
も
薄
い
か
ら
」

と
腕
を
さ
す
っ
た
。
往
路
８
位
の
成
績
に
、

石
川
さ
ん
は
「
こ
の
ま
ま
終
わ
ら
せ
た
ら
、

お
も
し
ろ
く
な
い
。
少
し
で
も
順
位
が
上

が
る
よ
う
に
し
た

い
」
と
気
合
を
入

れ
る
。

　

ブ
ラ
ス
部
員
は
、

こ
の
日
も
朝
４
時

に
起
き
て
楽
器
を

手
入
れ
し
、
応
援

場
所
で
も
入
念
に

準
備
し
た
＝
写
真

上
。
寒
さ
対
策
も

怠
り
な
く
、「
今

日
は
カ
イ
ロ
を
10

個
以
上
身
に
つ
け

て
い
る
」
と
大
崎

さ
ん
。
前
夜
、
幹

部
伝
達
式
が
あ
り
、

新
体
制
に
移
行
す

る
こ
と
に
な
っ
た

が
、「
ま
だ
実
感
が
湧
か
な
い
。
ネ
ク
タ

イ
を
締
め
る
の
は
こ
れ
が
最
後
な
の
で
、

と
に
か
く
後
悔
の
な
い
よ
う
に
演
奏
し
た

い
」
と
気
を
引
き
締
め
て
い
た
。

　

こ
の
日
も
ス
タ
ー
ト
１
時
間
前
の
午
前

７
時
か
ら
応
援
を
開
始
。
応
援
団
は
、
中
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大
の
上
位
進
出
を
願
っ
て
、
選
手
が
通
過

す
る
ま
で
、
寒
さ
を
も
の
と
も
せ
ず
、
声

を
か
ら
し
て
力
一
杯
の
応
援
を
続
け
た
。

《
間　

走
》

先
輩
・
後
輩
と
他
部
会
と
の
絆

〈
長
内
了
・
応
援
団
部
長
〉

　

元
箱
根
の
応
援
場
所
に
、
応
援
団
の
長

内
了
部
長
（
法
科
大
学
院
教
授
）
の
姿
が

あ
っ
た
＝
写
真
左
。
長
内
先
生
は
、
昭
和

55
年
以
来
、
30
年
以
上
も
応
援
団
を
み
て

き
た
。

　

長
内
先
生
が
応
援
団
部
長
に
な
っ
て
初

の
箱
根
駅
伝
で
、
応
援
団
員
は
４
年
生
が

い
な
く
て
３
年
生
が
１
人
だ
け
。
と
て
も

足
り
ず
、
急
き
ょ
、
応
援
に
参
加
し
て
く

れ
る
学
生
を
募
集
し
た
ら
、
空
手
部
な
ど

体
育
連
盟
の
学
生
が
ま
と
ま
っ
て
参
加
し

て
く
れ
た
と
い
う
。

　

「
日
頃
の
恩
返
し
の
気
持
ち
で
協
力
し

て
く
れ
た
ん
だ
と
思
う
。
私
が
部
長
に
な

る
前
の
30
年
間
で
築
か
れ
た
応
援
団
と
他

部
と
の
関
係
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
応
援

団
は
い
ろ
ん
な
人
に
助
け
ら
れ
て
い
る
」

と
長
内
先
生
。「
こ
の
つ
な
が
り
が
途
切

れ
な
い
よ
う
に
す
る
の
も
私
の
役
目
で

す
」
と
応
援
を
通
じ

て
培
っ
て
き
た
先
輩

と
後
輩
、
そ
れ
に
他

部
会
と
の
『
絆
』
を

大
切
に
す
る
考
え
を

強
調
し
た
。

　

「
教
師
と
し
て
学

生
の
成
長
を
見
ら
れ

る
の
が
嬉
し
い
」
と

い
う
長
内
先
生
は
、

頼
も
し
く
成
長
し
た

リ
ー
ダ
ー
部
の
４
年
生
を
見
て
、「
卒
業

す
る
と
思
う
と
涙
が
出
て
し
ま
う
」
と
目

を
潤
ま
せ
た
。支

え
は
仲
間
と
の
一
体
感

【
１
月
３
日
昼　

東
京
・
日
本
橋
】

　

復
路
ゴ
ー
ル
の
応
援
場
所
は
、
東
京
駅

近
く
の
Ｊ
Ｒ
ガ
ー
ド
手
前
の
Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事

前
。
選
手
が
通
過
す
る
２
時
間
も
前
だ
と

い
う
の
に
、
周
辺
は
大
勢
の
人
だ
か
り
で
、

沿
道
に
は
み
る
み
る
う
ち
に
人
垣
が
で
き

て
く
る
。

　

そ
ん
な
な
か
に
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

Ｏ
Ｇ
で
、
昨
年
度
部
長
を
務
め
、
現
在

コ
ー
チ
の
長
岡
郁
美
さ
ん
＝
写
真
下
＝
の

姿
が
あ
っ
た
。「
チ
ア
は
観
客
を
盛
り
上

げ
、
選
手
を
応
援
す
る
の
が
使
命
。
そ
う

し
て
一
体
感
を
生
む
た
め
に
頑
張
る
競
技

で
す
」
と
言
っ
て
、
自
ら
の
体
験
を
話
し

て
く
れ
た
。

　

昨
年
９
月
のJAPAN

 CU
P

の
前
日
に

メ
ン
バ
ー
の
一
人
が
ケ
ガ
を
し
て
、
大
会

出
場
が
危
ぶ
ま
れ
た
。「
２
か
月
の
練
習

が
水
の
泡
と
な
っ
て
し
ま
う
」
非
常
事
態

だ
っ
た
。
す
べ
て
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

一
か
ら
作
り
直
さ
ざ
る
を
得
ず
、
コ
ー
チ

と
一
緒
に
構
成
を
一
本
目
か
ら
考
え
直
し

て
、
な
ん
と
か
完
成
。
結
果
は
チ
ー
ム
の

結
束
力
が
よ
り
強
固
に
な
り
、
満
足
の
い

く
演
技
が
で
き
た
。「
チ
ア
の
す
べ
て
の

支
え
は
仲
間
と
の
一
体
感
で
す
」
と
長
岡

さ
ん
は
、
チ
ア
の
素
晴
ら
し
さ
を
強
調
し

た
。

　

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
、
応
援
場
所
周

辺
は
身
動
き
が
で
き
な
い
ほ
ど
に
、
観
客
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で
膨
れ
上
が
っ
た
。「
中
央
い
い
ぞ
！
」

と
応
援
団
に
対
す
る
声
援
も
高
ま
り
、
そ

れ
に
応
え
る
よ
う
に
チ
ア
は
、
力
を
振
り

絞
っ
て
演
技
＝
写
真
左
。
各
部
員
は
他
校

の
応
援
に
も
負
け
ま
い
と
、
一
段
と
熱
の

こ
も
っ
た
応
援
を
繰
り
広
げ
、
選
手
の
力

走
を
懸
命
に
後
押
し
し
た
。

「
一
生
懸
命
が
格
好
良
い
」

【
１
月
３
日
ゴ
ー
ル
後

　
　
　
　
　
　

選
手
を
称
え
る
回
】

　

中
央
大
学
が
総
合
６
位
に
入
賞
し
、
す

べ
て
の
チ
ー
ム
が
ゴ
ー
ル
し
た
あ
と
、
応

援
場
所
か
ら
す
ぐ
近
く
の
常
盤
橋
公
園
で

恒
例
の
『
選
手
を
称
え
る
会
』
が
行
わ
れ

た
。
浦
田
春
生
・
駅
伝
監
督
や
選
手
は
じ

め
、
久
野
修
慈
理
事
長
、
永
井
和
之
総
長
・

学
長
ら
大
学
関
係
者
、
そ
れ
に
大
勢
の
中

大
フ
ァ
ン
を
前
に
、
東
京―

箱
根
間
を
往

復
し
、
２
日
間
に
わ
た
っ
て
応
援
し
て
き

た
応
援
団
が
、
演
技
を
披
露
。
清
澤
さ
ん

＝
写
真
上
＝
と
石
川
さ
ん
の
リ
ー
ド
＝
写

真
次
頁
＝
で
最
後
の
応
援
を
締
め
く
く
り
、

公
園
を
埋
め
た
人
達
か
ら
大
き
な
温
か
い

拍
手
が
お
く
ら
れ
た
。

　

す
べ
て
を
終
え
た
石
川
さ
ん
は
、「
家

に
帰
っ
た
ら
何
し
よ
う
か
な
。
重
い
も
の

を
背
負
っ
て
い
た
か
ら
、
や
っ
と
解
放
さ

れ
た
感
じ
」
と
肩
の
荷
を
下
ろ
し
、
清
澤

さ
ん
も
「
応
援
団
を
や
っ
て
き

て
本
当
に
良
か
っ
た
」
と
笑
顔

を
み
せ
た
。

　

厳
し
い
練
習
を
懸
命
に
乗
り

越
え
、
応
援
し
て
き
た
の
は
、

「
必
要
と
し
て
く
れ
る
人
が
い

た
か
ら
」と
清
澤
さ
ん
。「
『
同

じ
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
る
応
援

団
に
応
援
さ
れ
る
の
が
嬉
し

い
』
と
準
硬
式
野
球
部
の
選
手

に
言
わ
れ
た
」
の
が
今
も
心
に

残
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

石
川
さ
ん
は
「
本
気
と
か
一

生
懸
命
と
か
が
格
好
悪
い
と
考

え
る
若
い
人
が
い
る
け
ど
、
自

分
は
一
生
懸
命
や
る
こ
と
は
格



22

好
良
い
と
思
う
」
と
胸
を
張
っ
た
。
清
澤

さ
ん
も
「
な
ん
で
も
必
死
に
な
れ
ば
結
果

が
出
る
」と
話
し
た
。記
念
写
真
の
撮
影
で
、

一
番
前
の
列
の
中
央
に
座
っ
た
石
川
さ
ん

は
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
、

二
度
三
度
と
軽
く
目
頭
を
ぬ
ぐ
っ
た
。

　

チ
ア
の
部
長
を
務
め
た
杉
山
さ
ん
は
、

「
チ
ア
で
の
経
験
を
思
い
出
し
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
で
も
頑
張
っ

て
い
け
る
と
思
い
ま
す
」
と
一
抹
の

寂
し
さ
を
ま
じ
え
な
が
ら
も
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
た
＝
写
真
右
。「
無
事

に
終
わ
っ
て
本
当
に
良
か
っ
た
」
と

ほ
っ
と
し
た
表
情
を
浮
か
べ
た
の

は
、
ブ
ラ
ス
の
大
崎
さ
ん
。「
や
り

き
っ
た
」
と
満
足
気
な
の
は
中
島
さ

ん
。
そ
し
て
２
人
は
、「
最
後
の
演
奏
中
、

こ
み
上
げ
て
く
る
も
の
が
あ
っ
た
」
と
互

い
に
顔
を
見
合
わ
せ
た
＝
写
真
下
。

「
中
央
大
学
の
応
援
は
日
本
一
」

　

選
手
を
称
え
る
会
の
挨
拶
で
、
応
援

団
の
長
内
部
長
は
こ
う
語
っ
た
。「
中
央

大
学
の
応
援
は
手
前
味
噌

で
は
な
く
、
日
本
一
で
す
。

こ
う
し
て
皆
さ
ん
が
応
援

に
集
ま
っ
て
く
れ
る
う
ち

に
、
う
れ
し
涙
を
流
し
た

い
。
泥
臭
く
て
い
い
か
ら
、

中
央
大
学
、
一
歩
前
に
出

ま
し
ょ
う
」。

　

こ
の
〝
ご
褒
美
〞
の
言
葉
は
、
す
べ
て

の
応
援
団
員
の
胸
に
強
く
響
い
た
に
違
い

な
い
。

（
応
援
団
各
部
員
の
学
年
は
、
１
月
時
点

で
表
記
し
ま
し
た
）

学
生
記
者
取
材
班

野
崎
み
ゆ
き
＝
法
学
部
4
年
／
加
藤
静
香

＝
文
学
部
２
年
／
金
子
小
百
合
＝
法
学
部

２
年


